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第器

科学アーカイブズ撮影報告

科学ジャーナリスト

1. 科学映像アーカイ

まず、科学映像アーカイブズとは何か、について考えてみたいと

います。まだ私自身、この分野に取り組み始めたばかりですが、以下

のように整理することができるのではなし1かと考えています。

科学映像アーカイブズとは、オーラノレヒストリーや他の資料などと

ともに、よりいっそう研究現場を生き生きと記録する手段として有効

であると考えています。その第一の特徴は、過去ではなく、今現在を

撮影し映像として記録を残すということです。その点で、他のアーカ

イブズとは異なる難しい点があります。それに加えて、①カメラ、マ

イクなど技術的な専門性を要すること、②映像についての学術的な知

識、経験が必要で、あることなどの難点があります。

そこで、われわれは国立民俗学博物館の大森康宏教授のご協力を得

て映像チーム((株)エスパ:撮影・井ノ本清和氏、原博司氏、

岡部望氏)をっくり、科学映像アーカイブズのフ。ロジェクトに取り組む

ことができました。その点で、総研大のシステムはうまく機能したと

思います。

科学映像アーカイブズ・プロジェクトの経緯ですが、 2005年 12月
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の本プロジェクト研究会がきっかけとなり、 2006年 1月の高エネノレギ

ー加速器研究機構におけるシンポジウムで、この領域における活動を

する機運が高まりました。そして、高エネノレギー加速器研究機構、自

本原子力研究機構、東京大学宇宙線研究所など、今すぐに撮らなくて

はならない装置をともかく映後記録として残そうということでスター

トしました。

そこで、まず以下の4つの装置を映像アーカイブズ化することにな

りました。特に、最初の 3つはそれぞれ関連があり、一緒に記録する

のに都合がいいという利点もありました。

①担任PS加速器

35年の運転期間が終了し解体される予定だ、ったため、すぐに撮影す

る必要がありました([図 1]参照)。

【図1]1く日く-PS加速器

災雲氏-12G忍v
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② K2K実験

1999年'"'-'2004年にかけて実験が行われていました([図 2]参照)。

詳細は省略しますが、世界初の実験であり、非常に良い成果を上げて

いました。しかしすでに臣大実験施設の解体作業が進行中のためで、

早急に映像記録を残す必要がありました。この実験は、 10カ国 33機

関 150人のコラボレーションによって行われました。

[関 2]K2K実験

、
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①民主主検出額

③サイバー議出器 長室Eくべ

③スーパーカミオカンデ

K2K実験の一部ですが、こちらも 150人程度の国際的な共同実験と

して行われているので、先の K2K実験のメンバーと多くの研究者が重

複しています。その意味で、兄弟のような実験ブ。ロジェクトであると

言えます。

1996年に観測がスタートし、高さ 40m、直径 40mの水タンクの装

置を使っていました。残念なことに、 2001年 11月に事故が発生し、
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センサーが連続的に破損してしまいました。しかし現場の先生方の非

常に強いリーダーシップのもと再建工事が順調に進み、いろいろな経

緯を経て、 2006年 4月 713に完全に再建された姿がプレスに公開され

ることになりました。われわれはその前日の4丹6日に訪れ、内部を

映像として記録することに成功しました。観測実験中にタンクを開け

ることはないので、これは非常にまれな機会でした([図 3]参照)。

{図3]スーパーカミオカンヂ実験(写真:東京大学宇宙線研究所神間素粒子研
究施設)

東京大学宇宙線研究所

④ ]-PARC 

現在、東海村に新しい大型装置 ]-PARCが建設中です([図4]参照)。

完成後は 2009年からスーパーカミオカンデ、にニュートリノを打ち込

む T2K実験が始まります。そこで、その関連施設も今回撮影させてい

ただきました。
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【国4]J-PARCの全容

学挟像アーカイブズの難点と今後の課題

3. 1. 科学映像アーカイブズが難しい理由

次に、私見ですが、科学映像アーカイブズが難しい理由について述

べさせていただきたいと思います。今回、高エネ研の先生方をはじめ

スーパーカミオカンデの関係者など関連する方々に協力していただい

て、科学映像アーカイブズを撮影させていただいたのですが、いくつ

かの点で難しさを感じました。

その理由は、第一に、現場の研究者は、研究プロセスは「結果」で

はないから公開すべきではないという意識が強いことです。それでは

数十年後なら公開しでもいいのかということになりますが、それでも

プロセスは誤っていることが多いので公開したくないという意識を強

くもたれているように見受けられました。これはよく理解できます。

第二は、競争の激しい現在、大型研究の靖報管理はきわめて厳しい

ということです。特に外部の人間が撮影することに非常に強し1抵抗感

を抱く研究者も少なくありません。今回、撮影が許された実験のうち

スーパーカミオカンデ以外は終了した実験でした。
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第三は、オーラノレヒストリーも同様かもしれませんが、すでにアー

カイブズとして存在しているもの(文書)ではなく、これから作られ

ることへの強い抵抗です。そこには自分たちの情報を管理できないと

いう不安もあるように見受けられました。博報管理としては研究者の

正しい姿だと思いますので、映像で残すというこちらの意図を理解し

てもらえるように進めてし1かなければならないと感じています。

大型研究では情報管理が非常に厳しい例として、 K2K実験のような

大型研究における発表プロセスについてまとめてみました([図 5]参

照)。

{図5]大型研究の発表プロセス:K2K実験の場合

通常は上記のようなプロセスを経ない限り、情報が外に出ていくこ

とはありません。その関の情報をとることは決して容易ではありませ

ん。たとえば、検出器ごとに 6つのグループ。があり、グループ・ミー

ティングが活発に行われます。その中でしか流通しない情報は非常に

たくさんあります。次に各代表者レベルのミーティングがあり、ここ

での議論はきわめて激しく、問題のある議論はたいていここで、つぶさ

れます。この後、年に 2呂程度の全体ミーティングがあり、ここで全

体の方針や向かうべき方向性などを決めます。さらにその後に代表者

委員会があり、ここを通過して初めて外部に発表されることになりま

す。
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今回、 3段階呂にあたるコラボレーション・ミーティングの様子を

撮影させていただくことができましたが、これは非常に特殊な例だと

考えています。 K2K実験は、 2002年にほぼ終了した実験のため可能で

あったと るでしょう O

3.2. 科学映像アーカイブズの今後の課題

科学映像アーカイブズに今後必要なものとして、オーラノレヒストリ

ーと同様に、使用許諾の署名などがあげられるでしょう。もちろん管

理は総研大が中心となって行っていますが、誰もが使えるのは困る、

どのように使われるのかわからないのもダメだという非常に強い意見

があるのが現状です。各研究機関と総研大が協力しながら、アーカイ

ブズとはどのような活動であるかについて知ってもらう努力が必要だ

と感じています。また、 CERNのように、各研究所で積極的にアーカイ

ブズに参加していただくためのルールを作ることも検討に値するでし

よフ。




